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自
主
財
源

依
存
財
源

繰入金
21.4億円 3.4%諸収入

35.4億円 5.7%

使用料など
24.2億円 3.9%

市債29.9億円
4.8%

３１年度一般会計予算を可決！３１年度一般会計予算を可決！

ここが聞きたい！３1年度予算

市
の
ま
ち
づ
く
り
が
国
や
大
企
業
の

言
い
な
り
で
い
い
の
か

　31
年
度
予
算
の
認
識
は
。

　

定
住
・
交
流
施
策
や
子
育
て

支
援
施
策
を
重
点
に
、第
６
次

総
合
計
画
や
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ

く
地
方
創
生
の
実
現
に
よ
り
、

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
社

会
の
到
来
に
立
ち
向
か
う
予

算
と
し
た
。国
県
支
出
金
の
活

用
や
繰
入
金
の
積
極
的
な
計

上
で
、市
債
を
抑
制
し
財
政
健

全
化
に
配
慮
し
な
が
ら
多
く

の
課
題
に
対
応
す
る
。

　普
通
建
設
事
業
費
の
状
況

は
。

　

前
年
度
と
比
べ
減
少
し
て

い
る
が
、直
近
６
年
間
の
平
均

と
比
較
し
て
大
き
な
規
模
で

あ
る
。主
な
事
業
は
、防
災
セ

ン
タ
ー
や
小
坂
井
地
域
交
流

会
館（
仮
称
）整
備
事
業
、小

坂
井
東
小
学
校
校
舎
改
修
事

業
な
ど
で
、民
間
保
育
所
建
設

費
補
助
や
大
木
・一
宮
西
部
保

育
園
統
合
事
業
な
ど
幅
広
い

分
野
で
整
備
を
行
う
。

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
答
】

　主
に
社
会
保
障
関
係
費
で

構
成
す
る
民
生
費
の
動
向
は
。

　

前
年
度
比
３
億
７
千
万
円
、

1.4
％
の
増
。30
年
度
は
介
護
保

険
事
業
移
行
に
係
る
臨
時
の

拠
出
金
が
６
億
５
千
８
百
万

円
計
上
し
て
い
た
た
め
、実
質

的
に
10
億
円
以
上
の
増
加
で

あ
る
。少
子
高
齢
化
の
進
展
に

伴
い
増
加
傾
向
が
続
い
て
お

り
、一
般
財
源
も
引
き
続
き
増

加
し
て
い
く
と
考
え
る
。

　基
金
を
積
み
立
て
る
の
で

は
な
く
、積
極
的
に
使
う
考
え

は
。

　

当
初
予
算
で
対
応
で
き
な

か
っ
た
事
業
な
ど
へ
、留
保
財

源
を
補
正
予
算
と
し
て
積
極

的
に
追
加
し
て
い
る
。さ
ら
に

年
度
末
に
留
保
財
源
が
あ
る

場
合
は
、必
要
に
応
じ
基
金
へ

積
み
立
て
を
行
っ
て
い
る
。継

続
的
に
負
担
が
発
生
す
る
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
は
慎
重

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

一般会計予算案に対する各会派の総括質疑予算特別委員会予算特別委員会

賛
　成

反
　対

　
用
途
地
域
変
更
に
よ
り
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
進
出
を
誘
導
し
、

旧
３
町
の
文
化
会
館
を
廃
止
し
て
１
０
０
億
円
規
模
の
文
化
会

館
を
建
設
す
る
動
き
は
、
市
内
の
商
業
を
守
れ
る
の
か
、
市
内

の
小
売
店
等
の
廃
業
に
よ
り
住
み
に
く
い
地
域
が
広
が
ら
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
る
。
市
プ
ー
ル
に
つ
い
て
、
利
用
の
当
事
者
で

あ
る
市
民
に
廃
止
の
是
非
を
問
う
意
向
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
。

今
か
ら
で
も
調
査
し
て
市
民
の
意
向
を
諮
る
べ
き
で
あ
る
。
多

す
ぎ
る
基
金
残
高
の
利
用
の
求
め
に
は
、
後
年
度
に
負
担
が
生

じ
る
事
業
に
は
使
わ
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
保
育
園
の
遊
具
修

理
な
ど
単
年
度
負
担
の
も
の
も
後
回
し
に
し
て
お
り
、
基
金
は

今
後
の
大
型
開
発
に
係
る
費
用
で
は
と
推
察
す
る
。
ま
た
、
設

楽
ダ
ム
建
設
が
必
要
な
理
由
は
、
利
水
、
治
水
、
地
元
雇
用
面

か
ら
見
て
も
全
く
な
い
た
め
、
反
対
す
る
。

防
災
や
子
育
て
な
ど
諸
課
題
に
積
極
的
に

対
応
す
る
た
め
の
予
算
で
あ
る

　
社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
や
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
施

策
を
計
上
し
、
諸
課
題
に
積
極
的
に
対
応
す
る
た
め
の
予
算
と

な
っ
て
い
る
。
防
災
対
策
で
は
、
防
災
セ
ン
タ
ー
の
整
備
や
全

小
中
学
校
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
を
進
め
、
子
育
て
支

援
で
は
、
保
育
所
の
空
調
整
備
や
保
育
所
入
所
予
約
制
度
の
枠

を
拡
充
し
、
働
く
女
性
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、

定
住
・
交
流
の
促
進
を
図
る
た
め
、
人
を
呼
び
込
む
施
策
が
多

面
的
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

推
進
や
行
財
政
運
営
の
適
正
化
、
効
率
化
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

歳
入
で
は
、
で
き
る
限
り
借
り
入
れ
を
抑
制
し
財
政
健
全
化
に

努
め
、
基
金
も
有
効
に
活
用
し
て
い
る
。
多
く
の
課
題
に
積
極

的
に
対
応
さ
れ
た
予
算
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

　未設置の保育室等に空調設備を設
置し、保育環境の向上を図る。また、
費用の一部はクラウドファンディン
グの支援を受けて実施。

　来園者の安全で快適な利用環境と、
公園の魅力を向上させるため、再整
備を検討。また、民間の力を活用し、
まちの賑わいや地域活性化を図る。

　教育のＩＣＴ活用指導力の向上や
児童のＩＣＴ利活用を支援するため、
ＩＣＴ教育支援員を配置。

３1年度一般会計予算 本会議
討　論

諸課題に積極的に対応諸課題に積極的に対応
31年度 一般会計予算

一般会計・特別会計・企業会計の

総額1,119億7,196.4万円

622億9,000万円

保育環境対策事業 赤塚山公園整備事業 ＩＣＴ教育支援員配置事業
265.1万円3,605.0万円3,832.6万円

国・県支出金
128.8億円
20.7%

交付金・譲与税
51.8億円 8.3%

地方交付税
43.0億円
6.9%

59.3%

40.7%

歳 出 歳 入

衛生費
53.3億円
8.5%

土木費
39.2億円
6.3%

教育費
54.7億円
8.8%

公債費
50.2億円
8.1%

商工費
23.3億円
3.7%

総務費
67.6億円
10.9%

消防費
33.0億円 

5.3%

その他11.0億円 1.8%

諸支出金21.9億円 3.5%

※31年度より公共下水道事業及び農業集落排水事業は企業会計
　の下水道事業へ変更。

（前年度比 ＋2.4％）

豊川西部土地区画整理事業
豊川駅東土地区画整理事業
公 共 駐 車 場 事 業
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
土 地 取 得

１億9,670万円
４億3,660万円
8,110万円

153億7,440万円
24億   230万円
２億9,300万円

（△53.2％）
（＋25.6％）
（△30.7％）
（△ 4.4％）
（＋ 0.8％）
（　 　0％）

特別会計
会　　計　　名 31年度当初（前年度比）

一 宮 財 産 区 管 理 事 業
赤 坂 財 産 区 管 理 事 業
長 沢 財 産 区 管 理 事 業
萩 財 産 区 管 理 事 業
　 計 　

80万円
300万円
400万円
1,070万円

188億      260万円

（△20.0％）
（＋15.4％）
（＋ 8.1％）
（＋ 4.9％）
（△23.3％）

特別会計
会　　計　　名 31年度当初（前年度比）

水 道 事 業
下 水 道 事 業
病 院 事 業
　 計 　

 51億3,378.7万円
 74億3,876.7万円
183億  681.0万円
308億7,936.4万円

（＋ 4.7％）
（ 皆  　増 ）
（＋ 1.8％）
（＋34.9％）

企業会計
会　　計　　名 31年度当初（前年度比）

民生費
268.7億円
43.1%

市税
288.4億円
46.3%

主な事業

原案可決
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622億9,000万円

保育環境対策事業 赤塚山公園整備事業 ＩＣＴ教育支援員配置事業
265.1万円3,605.0万円3,832.6万円

国・県支出金
128.8億円
20.7%

交付金・譲与税
51.8億円 8.3%

地方交付税
43.0億円
6.9%

59.3%

40.7%

歳 出 歳 入

衛生費
53.3億円
8.5%

土木費
39.2億円
6.3%

教育費
54.7億円
8.8%

公債費
50.2億円
8.1%

商工費
23.3億円
3.7%

総務費
67.6億円
10.9%

消防費
33.0億円 

5.3%

その他11.0億円 1.8%

諸支出金21.9億円 3.5%

※31年度より公共下水道事業及び農業集落排水事業は企業会計
　の下水道事業へ変更。

（前年度比 ＋2.4％）

豊川西部土地区画整理事業
豊川駅東土地区画整理事業
公 共 駐 車 場 事 業
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
土 地 取 得

１億9,670万円
４億3,660万円
8,110万円

153億7,440万円
24億   230万円
２億9,300万円

（△53.2％）
（＋25.6％）
（△30.7％）
（△ 4.4％）
（＋ 0.8％）
（　 　0％）

特別会計
会　　計　　名 31年度当初（前年度比）

一 宮 財 産 区 管 理 事 業
赤 坂 財 産 区 管 理 事 業
長 沢 財 産 区 管 理 事 業
萩 財 産 区 管 理 事 業
　 計 　

80万円
300万円
400万円
1,070万円

188億      260万円

（△20.0％）
（＋15.4％）
（＋ 8.1％）
（＋ 4.9％）
（△23.3％）

特別会計
会　　計　　名 31年度当初（前年度比）

水 道 事 業
下 水 道 事 業
病 院 事 業
　 計 　

 51億3,378.7万円
 74億3,876.7万円
183億  681.0万円
308億7,936.4万円

（＋ 4.7％）
（ 皆  　増 ）
（＋ 1.8％）
（＋34.9％）

企業会計
会　　計　　名 31年度当初（前年度比）

民生費
268.7億円
43.1%

市税
288.4億円
46.3%

主な事業

原案可決


